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令和７年３月号 

この号の内容 



 

仙台市消防局で導入している 

←「１１９番映像通報装置」 
この装置は、通報現場の状況を撮影し、リ

アルタイムに伝送できる全く新しい通報シス

テムです。通報者が撮影する映像から、現場

の詳しい状況（事故や火災の様子）を確認

し、音声だけではイメージ出来ない視覚的な

情報を得ることが出来ます。 

これにより、迅速・的確な消防活動やより

効果的な応急手当を行うことで救命率を向上

させることが期待できます。 

あぶくま消防本部は、 

令和７年度導入予定です！ 

「通信指令業務視察研修」は、通信指令業務への理解を深めること

及び災害現場で活動する隊との円滑な無線交信のあり方など、視野拡

大と知識向上を図り、さらに意見交換を通じてより良い活動環境を構

築するために研修を実施しました。 

  

  

１ 

※上記の画像は、イメージで実際の事故ではありません。

ん。 

仙台市消防局通信指令センターへの視察研修 



  

 

【 訓練の様子 】 
 

 

緊急通報の受信！ 

 

指令システムを操作し、現場を素早く特定！ 

 

通信指令室では、年３回指令課職員と指令員兼務の岩沼消防署職員

との通信指令業務の合同シミュレーション訓練を実施しています。昨

年１２月の訓練では、１１９番通報の受信における指令システムの操

作や応急手当の方法を伝える訓練を実施しました。 

今後も指令員への教育体制の構築や救急入電時の緊急度・重症度判

断、口頭指導等のレベルアップを図っていきます。 

通報者に対して、応急手当（心肺蘇生法、圧迫止血法）の方法を伝えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指令課職員と岩沼消防署職員との 

通信指令業務合同シミュレーション訓練 
 

 

 

 

はい１１９番です。

火事ですか？ 

救急ですか？ 

１分間に、 

１００回～１２０

回のリズムで胸を

押してください。 

ﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯﾋﾟｯ・・ 

感染防止のため、

血液に直接触れな

いようにビニール

袋を手に被せて、

きれいなガーゼ等

で強く押さえてく

ださい。 

２ 

消防車・救急車の向かう

住所を教えてください。 



救急車の適正利用について！！ 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

救急車の適正利用には、以下のことが必要です。 

 

・体調がすぐれない時は、できるだけ早めに病院を受診する。 
 

・持病がある方は、具合が悪くなった時どうすればよいかをかかりつけの医師に確

認する。 
 

・「必要な受診」を控えない。 
 

・緊急性がなく病院までの交通手段がない場合は、民間の患者搬送事業者（民間 

救急）等も活用する。 
 

・救急車の適正利用とは、本当に必要だと判断した場合には、ためらわないで呼ぶ 

ことであり、どんな状況でも救急車を全く呼ばないことではない。 
 

・救急車利用リーフレット（高齢者版、成人版、子ども版）をご活用ください。 

３ 



  

 

相談窓口を活用し、 

救急車の適正利用にご協力ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 



NET119 緊急通報システムをご利用の方へ 

 

 

 

 

 

あぶくま消防本部で、運用しているNET１１９緊急通報システ

ム更新に伴い、令和 7年５月 1日より利用出来なくなる可能性が

あります。現在、ご利用されている登録者様には大変ご迷惑をお

かけいたしますが、何卒ご理解の程お願い申し上げます。また、

利用出来ない期間については、 

「電話リレーサービス」及び「FAX１１９」のご利用をお願い

致します。 

※ システム更新終了次第、登録者様には随時ご案内致します 

 

 

 

【問い合わせ先】 

あぶくま消防本部指令課  

住所：〒989-2426 宮城県岩沼市末広一丁目 6 番 32 号 

電話：0223-22-5171 Fax ：0223-22-6459 

日本財団電話リレーサービスホームページ［外部リンク］  

５ 

https://www.nftrs.or.jp/


  

 

電話リレーサービスについて  

 

 

 

 

 

 

 

電話リレーサービスとは、耳の聞こえない方や発話困難な方など、

電話でのやり取りに困難のある方が、通訳オペレーターを介して電話

をかけることにより、相手方との意思疎通を可能とするサービスであ

り、１１９番通報をする事も可能です。 

※事前の登録が必要です。 

 

 

 

 

 

 

詳しくは、 

日本財団電話リレーサービスホームページ［外部リンク］  

または、サービス公式パンフレットをご覧ください。 

公式パンフレット［外部リンク］  

 

６ 

緊急通報も可能です！ 

 

https://www.nftrs.or.jp/
https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/content/000028480.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FAX119 について 

７ 

聴覚や言語に障害をお持ちの方々が、緊急時に迅速かつ確実に 119

番通報を行えるよう、FAX119 システムをご利用いただけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通報要領について 

① 通報用紙に、救急車や消防車が向かう場所、火事か救急か、その他必要な情報を記入しま

す。FAX機器に通報用紙をセットし、局番なしの「119」をダイヤルして送信します。 

② 消防本部で FAX による 119 番通報を受信すると、受信確認書が送信されます。内容は、

何時何分に受信したか、また、消防署からの確認事項が含まれます。 

詳しくは、FAX119-tsuhoyoshi.pdf〔外部リンク〕 

 

７ 

③ 

② 

① 

④ 

https://www.watarigyousei.com/wp-content/uploads/2015/11/FAX119-tsuhoyoshi.pdf


  

 

通報要領について 

①外国人通報者が急病、火事等に遭遇した場合、外国人のいる現場で救急車等が必要な時に１１９番通報。 

②最初は日本語で指令課員が対応します。※国籍や利用言語が分かれば伝えてください。 

③通訳にお繋ぎしますので電話を切らずにお待ちください。 

④そこからは通訳と三者間での通話に切り替わりますので落ち着いて、ゆっくりと質問に答えてください。 

 

 

 

外国語通報について 

あぶくま消防本部では外国人からの１１９番通報、外国人のいる救急現場

等で迅速かつ的確に対応できるように多言語電話通訳を導入しています。こ

のサービスは２４時間３６５日３２言語に対応しています。外国人通報者と

指令課職員と電話通訳センターを介して 3 者間同時通話を行い、日本語が話

せない外国人の方でもスムーズに救急車や消防車を呼ぶことができます。 
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